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本日のサマリ

1. SDXCについてのご紹介

2. 脱炭素が経営に与えるインパクト

3. GX経営における良質なPDCAサイクル

4. 宣言だけで終わらせないためのGX活動とは

5. Appendix：システム連携デモ
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SDXCについて

◼ 正式名称：一般社団法人サスティナビリティ・DX推進協議会
（2022年3月30日設立、代表理事：藤田 祐介）

◼ 社団のモットーは「変化する社会に合わせ、あらゆる事業を持続可能にし、DXを推進する」

◼ 現在、理事会4名含め約15名の体制でBanSoの構築、DX経営（R）の社会実装支援に関与しており、
関与者全てが運輸及び経営、DXに関する専門知識を有している。特に中小運輸事業者に対する支
援については既に商工中金様顧客と実施しており、好評を得ている。
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代表者略歴

◼ 略歴

氏 名：藤田 祐介（ふじた ゆうすけ）
所 属：一般社団法人サスティナビリティ・DX推進協議会（SDXC）代表理事

一般社団法人運輸デジタルビジネス協議会（TDBC）理事

株式会社GCAP 代表取締役、FAIS登録専門家 他
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専門領域：
・中小企業支援（中小企業診断士、経営革新等認定支援機関）

・改善支援（リーンシックスシグマ：ブラックベルト認定）
・標準化支援（ISO審査員補）

－専門領域：品質、環境、食品安全、情報／クラウドセキュリティ、事業継続）

・日商簿記１級
・情報化支援（スマートSMEサポーター）

・情報セキュリティマネジメント専門家（IPA：Lv.2）
・法務（行政書士）
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脱炭素が経営に与えるインパクト
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GX推進法の概要（令和5年5月成立、令和6年2月施行）
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企業のGXに関する取り組みは、すでに
「法で定められた努力義務」
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内部（社内） 外部（顧客、利害関係者）

インパクト
（Impact）

• 全社をあげた取り組みとして事業の見直し
や制度設計などを並行して行える

• その結果、いち早くスリムな経営に移行でき
る

• まだ始まったばかりの各種認証制度に取り組むこと
で、外的アピール、競争力強化につながる

• 今現在「これをやるだけで企業価値が上がる」とい
える

アジリティ
（Agility）

ベネフィット
（Benefit）

考え方の軸：インパクト、アジリティ、ベネフィット
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内部（社内） 外部（顧客、利害関係者）

インパクト
（Impact）

• 全社をあげた取り組みとして事業の見直し
や制度設計などを並行して行える

• その結果、いち早くスリムな経営に移行でき
る

• まだ始まったばかりの各種認証制度に取り組むこと
で、外的アピール、競争力強化につながる

• 今現在「これをやるだけで企業価値が上がる」とい
える

アジリティ
（Agility）

• 今後次々と生まれる「脱炭素に関する義務」
に対し、いち早く取り組むことで対応力が向
上する

• 脱炭素活動をデジタルで始めることで、全社
的なプロセス強化と迅速化が並行される

• 対応力の強化は、脱炭素だけでなく様々なビジネス
プロセスで活用される

• 様々な外部要求の変化に対し、迅速に答えを出せ
る仕組みが出来上がる

ベネフィット
（Benefit）

内部（社内） 外部（顧客、利害関係者）

インパクト
（Impact）

• 全社をあげた取り組みとして事業の見直し
や制度設計などを並行して行える

• その結果、いち早くスリムな経営に移行でき
る

• まだ始まったばかりの各種認証制度に取り組むこと
で、外的アピール、競争力強化につながる

• 今現在「これをやるだけで企業価値が上がる」とい
える

アジリティ
（Agility）

• 今後次々と生まれる「脱炭素に関する義務」
に対し、いち早く取り組むことで対応力が向
上する

• 脱炭素活動をデジタルで始めることで、全社
的なプロセス強化と迅速化が並行される

• 対応力の強化は、脱炭素だけでなく様々なビジネス
プロセスで活用される

• 様々な外部要求の変化に対し、迅速に答えを出せ
る仕組みが出来上がる

ベネフィット
（Benefit）

• 単純な投資対効果。コストをかけずに事業
のスリム化、コスト削減につながる

• 目標管理の一環として、事業活動のポジ
ティブな目標として行動が企業に貢献する

• 国や地方自治体が支援する制度での直接的便益
（補助金での加点や金利の優遇）

• 新たなビジネスモデルの創出：すでに企業マッチン
グやカーボンプライシングの動きがあり、先行者利
益が獲得できる
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参考：用語の定義

8



Copyright © SDXC.

Strictly Confidential

考え方の軸：インパクト、アジリティ、ベネフィット（再掲）
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内部（社内） 外部（顧客、利害関係者）

インパクト
（Impact）

• 全社をあげた取り組みとして事業の見直し
や制度設計などを並行して行える
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• まだ始まったばかりの各種認証制度に取り組むこと
で、外的アピール、競争力強化につながる

• 今現在「これをやるだけで企業価値が上がる」とい
える

アジリティ
（Agility）

• 今後次々と生まれる「脱炭素に関する義務」
に対し、いち早く取り組むことで対応力が向
上する

• 脱炭素活動をデジタルで始めることで、全社
的なプロセス強化と迅速化が並行される

• 対応力の強化は、脱炭素だけでなく様々なビジネス
プロセスで活用される

• 様々な外部要求の変化に対し、迅速に答えを出せ
る仕組みが出来上がる

ベネフィット
（Benefit）

• 単純な投資対効果。コストをかけずに事業
のスリム化、コスト削減につながる

• 目標管理の一環として、事業活動のポジ
ティブな目標として行動が企業に貢献する

• 国や地方自治体が支援する制度での直接的便益
（補助金での加点や金利の優遇）

• 新たなビジネスモデルの創出：すでに企業マッチン
グやカーボンプライシングの動きがあり、先行者利
益が獲得できる

GX、脱炭素経営を
「義務」から変革の「機会」に変える

そして価値を創造する
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脱炭素（排出量削減）が経営に与えるインパクト
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◼ 脱炭素活動は、直接的に経営に与えるインパクトが大きい活動。
費用対効果が示しやすい。

売上高

費用
（直接費）

費用
（間接費）

利益

排出削減

排出削減

費用
（直接費）

費用
（間接費）売上高

排出削減

排出削減

利益

※便宜的に、脱炭素に取り組む際のイニシャルコストは省いて表示しています。
また、貸方／借方についても逆方向で示しています。
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脱炭素に取り組むうえでのリスクと対応

◼初期投資
システム導入・維持費用や目標算定までにかかる工数など、一定の投資を伴うこと。
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◼専門性
初期におけるGHG効率計算や、予期せぬ計算軸の変更・追加への対応など専門性が必要

◼規制変化への対応
取り組みの対象基準に変更が生じた場合、対象プロセスを含んだ対応の変更が求められる

◼費用対効果
プロジェクトとして、中長期の視点を持ちながら費用対効果を検証して取り組む

◼外部リソースの活用
自社だけでなく、当初は専門的な知識がある外部リソースの活用も検討、ただし外部頼りにならないように

◼変化に対応するシステムの活用
制度対応は利用するデジタルシステム側で対応できることが確実なソリューションを選ぶ
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認証のメリット（補助金優遇、公共工事優遇など）
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SBT認証
（SBTイニシアティブへの加盟）

WWF、CDP、世界資源研究所（WRI）、国
連グローバル・コンパクトによる共同イニ
シアティブ。

「コミットメント（宣言）」に始まり、継続して
測定、報告を行う。

※中小企業版については一部省略可能
な事項あり

国際認証

ISO14001 : 2015（EMS）
（環境マネジメントシステム）

ISO14068-1:2023
（カーボンニュートラリティに関する
国際規格）

ISO14001は企業活動における「環境側
面」のマネジメントシステム。

ISO14068については2024年1月に世界で
初めて、ヤマト運輸株式会社がBSIより本
規格に基づいたカーボンニュートラルの
検証を受け、主要商品である宅急便や宅
急便コンパクト等について、第三者検証
意見書を取得している。

国際規格

GXリーグ
（経済産業省）

基本構想として、
①企業が世界に貢献するためのリーダー
シップのありかたを示す。

②GXとイノベーションを両立し、いち早く
以降の挑戦・実践をした者が、生活者に
選ばれ、適切に「設ける」構造を作る。

③企業のGX投資が、金融市場、労働市
場、市民社会から応援される仕組みを作
る。

国内制度

EMS認証取得事業者については、いわゆ
る「経診」や地方公共団体入札における
加点などの措置あり。

SBT認証事業者については、地方公共団
体入札における加点のほか、「ものづくり
補助金 ※」における上限額の向上（最大
4000万円）、日本政策金融公庫における
優遇金利商品などがある。

GXリーグ加盟事業者については、「もの
づくり補助金 ※」における加点、今後
「GX推進法」に基づく金融支援や排出量
取引制度などが実施される。

※ ものづくり補助金
については現在次年
度予算に移行中の模
様、現在公募はなし。
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SBT認証企業の増加

◼ 国内では中小企業の認定が増加、入札優遇や補助金制度に向けた取得が多い模様。
特に中小企業向け制度が後押しか。
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ニュースイッ
チ記事より引
用
https://news
witch.jp/p/42
497

環境省「SBT（Science Based Targets）について」より引用
https://www.env.go.jp/earth/ondanka/supply_chain/gvc/files/SBT_syousai_all_20240301.pdf
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STEP1

• Scope1,2
算定

STEP2

• Scope3
算定

STEP３

• SBT策定
ネットゼロ

目標設定、宣言

事例：大手パートナーとの取り組み

14

現状分析
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事例：大手パートナーとの取り組み
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キックオフ
データ

収集

GHG算定

計画

GHG算定

実施

可視化

評価

SBTiコミッ
トメント

キックオフ
MTG

ゴールの設定

スケジュール
の確認

データ収集
方法計画

プランに基づく
データ収集

データ収集
計画に基づく

確認

GHG算定計画
策定

GHG算定
実施、データ作成

GHG算定表
レビュー、合意

GHG算定結果
レビュー、合意

EcoNiPass
登録

可視化データ
レビュー

総合評価

SBTi
登録

SBTi用に
データ加工

SBTi
コミットメント
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GX経営における良質なPDCAサイクル
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経営層（トップマネジメント）の関与

◼ 例として、SBTiでは「組織の代表者が署名することができますが、コミットメント申請フォームには、
組織内の管理職レベルの連絡先の詳細が必要」とされています。
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記載内容（全7ページ、最終部分）

バリューチェーン全体での排出削減の規模を、温暖化を1.5℃以内に抑える経路で、オーバーシュー
トがないか少ない状態でのグローバルなネットゼロ到達時の削減の深さと一致させること。

残留するすべての排出源の影響を、中和するために大気中のCO2を同等量永久に除去すること。
SBTiのネットゼロウェブページを訪れて、詳細についてはネットゼロスタンダードをご覧ください。

金融機関向けには、バリューチェーン全体でのネットゼロ排出目標へのアプローチが現在開発されて
います。コミットメントの署名オンラインで登録し、この文書に署名して、署名済みのコピーを
commitments@sciencebasedtargets.orgに返送してください。

SBTiは、コミットメントを受け入れ、公開する前にデューデリジェンスレビューを行う権利を有します。

このSBTiコミットメントレターには、組織の代表者が署名することができますが、コミットメント申請フォ
ームには、組織内の管理職レベルの連絡先の詳細が必要です。このコミットメントレターが処理され、
メールで正式な確認を受け取ると、組織はSBTiウェブサイトおよびUN Global CompactとWe Mean 
Businessのパートナーウェブサイトで「コミット済み」として認識されます。

ネットゼロ目標の設定をコミットする組織は、現在の時点で参加資格がある場合、UNFCCC Race to 
Zeroウェブサイトにも追加されます。
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経営サイクルへの導入

◼ 模範的な例としては、ISO14001（環境マネジメントシステム）に代表されるような「リーダーシップを中
心とした組織としてのPDCAサイクルの構築」。
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※ 引用：図研プリサイト
https://www.presight.co.jp
/glossary/detail/pdca.php

※ 引用：株式会社テクノファ
https://www.technofer.co.jp/iso
/whatis-iso-23/

S = Sustain
「維持」

http://#
http://#
http://#
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GX経営推進の流れ
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時間

レベル

【目標】
宣言により活用できる公的支援（優遇措
置や金融、補助金など）を活かし、自社の
事業をよりムダのないプロセスに導く

この時点でいわゆる「排出プロセス」も同
時に削減される

STEP②
公的支援の活用

【目標】
ムダのないプロセスは単にCo2削減に向

けたものではなく、生産性を伴ったものと
なる

企業としてもブランド力向上、認知など
様々な外的プラス要因となる

STEP③
社内活動の改善、社外イメージの向上

【目標】

設定された目標を達成することにより、よ
りスリムな経営に

更に目標を定め自社への経済インパクト
があるGX活動に

結果としての企業競争力向上、デジタル
（DX）などの様々な変化に適合、対応
「強い企業」となる

フェーズ④
GX推進の継続と改善

【目標】
持続可能な宣言とするために、まずは自
社の事業プロセスと削減への取り組みを
整理し、宣言を行う

必要であれば専門家の活用、可能であれ
ば事業プロセスとツールをどう繋げて持
続可能にするかまで設計

STEP①
事業プロセスに無理のないGX宣言

①GX経営のスタート

②当社自身のご成長と改善
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GX経営開始のステップ

1. 何を採用するかの決定
経営陣を含め、どこから始めるか、何を目標とするか、リスクは何か、予算と期間、といった判断

2. プロジェクトの開始
企業全体のプロジェクトとして、具体的成果を伴うゴールと維持できる仕組みの設計

3. 運用の開始
実際にGXへの取り組みを動かし、各種宣言や認証の取得

4. レビューと継続的改善
運用負担はないか、既存のプロセスと連携させることで改善効果が出せるか、定期的に確認を
行い、運用負担をできるだけ少なくしたシンプルなシステム構築、運用を行う

20
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考え方（ECRS）
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Eliminate
（排除）

Combine
（結合）

Rearrange
（再配置）

Simplify
（単純化）

排除：業務をなくすことができないか？（無駄を排除）

この動き自体をなくす検討

結合：業務をひとつにまとめられないか？（結合できる業務はないか）

複数の工程・作業を合体させる検討

再配置：順序や場所を入れ替えて効率があがらないか？

順番を入れ替える検討

単純化：より単純にできないか？

作業を簡素化する検討
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考え方（KISSの原則）
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Keep

It
Short and

Simple

この言葉は、ロッキードスカンクワークスの技術者のケリー・ジョン
ソン（1910-1990）によって造られた。
この言葉は、一般には

Keep it simple, stupid.（シンプルにしておけ！この間抜け）

と解釈されるが、ジョンソン自身は「simple」と「stupid」の間に句読
点のない

Keep it simple stupid.（シンプルで愚鈍にする）

と書いていた。そのため元々この言葉にエンジニアを馬鹿にする
意図はなかった。
この原則の実例として次のような逸話がある。ジョンソンが設計チ
ームに一握りの工具を手渡して、平凡な整備兵が戦闘状況で、
この工具だけを使って修理ができるようなジェット戦闘機を開発し
ろと課題を出したのである。
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宣言だけで終わらせないためのGX活動とは
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企業がGXを進めるにあたって「あるべき姿」

◼ GX推進法も含め、GXを通じて企業が成長し、競争力を高めることを国が期待している。
つまり、適切にGXを推進する企業には様々な優遇措置が図られる。

24

◼ そのためには、企業は「適切なGX措置と推進」を行い、事業活動の一環として「自然にGX推進」
する必要がある。

◼ 適切な課題の設定と進捗の確認、ムダのないサイクルを確立し、持続可能なGX推進が必須。
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脱炭素も含めた「マネジメント」

◼ GX経営を開始し、維持改善するにあたり「マネジメント」は欠かせません。
一方「マネジメント」という言葉にはしばしば「管理」という側面だけに注目が行きがちです。

25

「マネジメント」の定義とは；

1. 管轄し処理すること。良い状態を保つように処置すること。
2. 財産の保存・利用・改良を計ること。

3. 事務を経営し、物的設備の維持・管轄をなすこと。

「management」

「管理：management, control」
「経営：management, administration」

「運営：operation, management, administration」
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プロセス改善をGXに繋げる

26

◼ 環境省「SBT（Science Based Targets）について」より引用
https://www.env.go.jp/earth/ondanka/supply_chain/gvc/files/SBT_syousai_all_20240301.pdf

http://#
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Appendix：システム連携デモ
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デモ：請求書の自動保管
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デモ：伝票のOCRと自動データ化
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概要図

30

◼ AI-OCR設定 ■チャット返信
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システム連携によるGXマネジメント

31

データ投入
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インタフェース

32

◼ 内部的にはシステムがが連携され、以下のように自動化されます。

➢ディレクトリの自動作成

➢ ファイルの格納

➢ タイムスタンプ付与

➢ AI-OCRによるデータ生成
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さいごに：企業にとってのGX

◼ 現在、エミッション（排出）に対する取り組みが振興され、GXへの取り組みは中小企業にとっても
「やらなければならないこと」と化しています。

◼ 一方、支援者の身として見ると、GXは企業にとって「義務」が増えるばかりで苦痛の種になっているの
ではないでしょうか。
「義務を果たすことで、便益や改善をもたらす」取り組みに変える必要があります。

◼ 変化はチャンスです。現在の情勢を機会に変える取り組みとして、GX活用に挑戦されることを強く
望みます。

33

ご不明な点など、お気軽にお問い合わせください
fujita@sdxc.or.jp

またはFAIS（北九州市ロボット･DX推進センター）を通じたご相談も可能です

http://#
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著書、講演等

著作等

◼ 「加工食品物流における生産性向上及びトラックドライバーの労働時間改善に関する懇談会」QRコードによる検品時
間の短縮に関する実証実験報告」実証実験企画設計支援 （国土交通省、20年3月）

◼ 運輸事業者とともに「車両動態管理プラットフォーム」で実現する未来 （流通ネットワーキング、21年7・8月号、共著）

◼ 2024年問題と働き方改革 （流通ネットワーキング、22年11・12月号、共著）

◼ 物流の2024年問題と中小運輸事業者の課題解決モデル （中小企業と組合、23年7月～9月号、共著）

◼ 「マネジメント力強化の方法」 （近代中小企業、24年3月号別冊「速習」）

◼ 設備投資計画の作成法と注意点 （近代中小企業、24年5月号）

◼ 社内に残る昭和型ビジネスモデルの見つけ方 （近代中小企業、24年7月号）

講演等

◼ 一般社団法人運輸デジタルビジネス協議会 「補助金の活用について」

◼ NTTデータ数理システムカンファレンス 「経営現場をデータ化しよう -中小・零細企業のDX推進・AI活用に向けて-」

◼ 太田地区運送事業協同組合50周年基調講演 「2024年問題を見据えた運輸事業者の経営」

◼ 福岡県運輸事業協同組合 「2024年問題に対応するには：直近の動向と計画の重要性」

◼ （国研）産総研 人工知能技術コンソーシアム（AITeC） 「中小企業におけるDX及びAIの活用と課題解決について」

34
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免責事項
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◼ 本資料に含まれる文字、数値、画像、データその他の情報に関して、正確な情報を記載するように努
めておりますが、 状況の変化等により、必ずしも適切な記載とならない場合があり、本資料内容の正
確性および完全性は保証しておりません。

◼ 本資料に基づき被ったいかなる損害についても、当社団では一切責任を負いかねますのであらかじ
めご了承ください。また、本資料の内容は、予告なく変更しまたは廃止する場合がございます。

◼ その他、本資料において、URL等のリンク等の情報を参照する場合がございます。この場合につきま
しても、弊社が管理するものではなく、参照先の真偽等を含め弊社では責任を負いかねますのでご了
承ください。

◼ なお、本資料に記載された内容の権利（著作権や肖像権等を含みますがこれらに限られません）は、
各権利保有者に帰属します。許諾なき無断転載や販売等の行為は固く禁じております。


	既定のセクション
	スライド 1: 事業強化に繋がる脱炭素計画作りと目標達成手法
	スライド 2: 本日のサマリ
	スライド 3: SDXCについて
	スライド 4: 代表者略歴
	スライド 5
	スライド 6: GX推進法の概要（令和5年5月成立、令和6年2月施行）
	スライド 7: 考え方の軸：インパクト、アジリティ、ベネフィット
	スライド 8: 参考：用語の定義
	スライド 9: 考え方の軸：インパクト、アジリティ、ベネフィット（再掲）
	スライド 10: 脱炭素（排出量削減）が経営に与えるインパクト
	スライド 11: 脱炭素に取り組むうえでのリスクと対応
	スライド 12: 認証のメリット（補助金優遇、公共工事優遇など）
	スライド 13: SBT認証企業の増加
	スライド 14: 事例：大手パートナーとの取り組み
	スライド 15: 事例：大手パートナーとの取り組み
	スライド 16
	スライド 17: 経営層（トップマネジメント）の関与
	スライド 18: 経営サイクルへの導入
	スライド 19: GX経営推進の流れ
	スライド 20: GX経営開始のステップ
	スライド 21: 考え方（ECRS）
	スライド 22: 考え方（KISSの原則）
	スライド 23
	スライド 24: 企業がGXを進めるにあたって「あるべき姿」
	スライド 25: 脱炭素も含めた「マネジメント」
	スライド 26: プロセス改善をGXに繋げる
	スライド 27
	スライド 28: デモ：請求書の自動保管
	スライド 29: デモ：伝票のOCRと自動データ化
	スライド 30: 概要図
	スライド 31: システム連携によるGXマネジメント
	スライド 32: インタフェース
	スライド 33: さいごに：企業にとってのGX
	スライド 34: 著書、講演等
	スライド 35: 免責事項


